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令和３年度南小国町農業委員会１２月総会 

 

開催日時 令和３年１２月１０日（金）午後４時００分から午後４時１５分 

開催場所 南小国町自然休養村管理センター 大会議室 

 

  

１．会議録署名委員の指名（９番委員、１０番委員） 

 

２．議案第 ２２ 号  農地法第３条 

 

３．議案第 ２３ 号  基盤強化法第１９条（農用地利用集積計画の公告） 

 

４．議案第    号  その他 

 

 

出席委員 (１０名) 

１番 杉 安 申 歳 委員   ２番 日 野 米 蔵 委員 

３番 佐 藤 竹 良  委員   ４番 藤 堂 伸 二 委員 

５番 穴 井   堅 委員   ６番 河 津   篤  委員 

７番 下 城 孔志郎  委員   ８番 甲 斐 義 隆 委員 

９番 北 里 丈 夫 委員  １０番  松 﨑 久美子  委員 

 

欠席委員 (０名) 

   

 

職務のため議場に出席した事務局職員(２名) 

  事 務 局 長  本 田 圭 一 郎 

  事 務 局  佐  藤     亮 
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○村上推進

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

○会長 

 

 

 

 

こんにちは。 

ただ今から１２月の南小国町農業委員会総会を開会いたします。 

本日の会議録署名委員は９番 北里委員、１０番 松﨑委員にお願いをい

たします。 

 

議案第２２号 農地法第３条 

 それでは議案に移りたいと思います。 

 「議案第２２号 農地法第３条」について事務局から説明をお願いいた

します。 

 はい。１ページ目をお願いいたします。 

【議案第２２号 農地法第３条について詳細に説明】 

 申請番号４（権利）賃貸借権 有償 （所在）南小国町大字○○○○○○

○○○。登記・現況 共に田。面積３，７３５㎡の１筆となっております。

（渡人）南小国町大字○○○○○○。○○ ○氏。（受人）南小国町大字○

○○○○○○番地○。（○）○○○○○○。申請理由としまして、町内耕作

放棄地の解消及び自社産品の造成のため、ということで次のページに申請地

と位置図と別に現地確認写真ということで添付をしております。 

 以上です。 

はい。ありがとうございました。 

それではこの件について、地区担当の村上推進委員からと、私も地区担当

委員としましてご説明させていただきますが、まず村上推進委員からご説明

をお願いします。 

それでは私の方からご説明申し上げます。 

お手元の地図をご覧になればおわかりのことと思いますけど、当地区は○

○の上の方になりまして、非常に条件の悪い農地ではあるんですけれども、

今回○○○のほうでそういう条件の悪い農地を利用してという、たっての希

望でありました。まだ他にも貸付出来る農地はあるんですけれども、そこが

良いということで、こういう農地が一つのモデルとなって、少しでもそうい

う耕作放棄地がなくなればということで、私としても歓迎はしたいと思いま

す。 賃貸借に関しては一切問題ありませんので、是非これを何とか活用し

ていただきたいと私の方もそういうふうに思っております。 

 以上です。 

 はい。ありがとうございました。 

それでは私の方から、この田んぼにつきましても荒廃農地ということで、

数年荒れております。そういう関係で今後、（○）○○○さんが利用価値を

高めようということで、色々模索をしているような状況でございます。 

そういうところで今回、この現地も見ましたけれども、利用を今後していこ 



 

 

 

 

 

 

○４番委員 

 

 

 

○会長 
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○事務局 

○会長 

 

 

 

○７番委員 

 

うということで、モデル地区になりますけれども、応援していきたいと考え

ております。 

皆さん方のご審議をお願いいたします。 

何か質問等ございましたらお願いいたします。 

（４番委員手をあげる） 

はい。４番藤堂委員。 

申請事由のところに○○○さんのことと思うんですが、自社産品の造成の

ため、というのが理由に上がっているんですけれども、○○○さんとしては

この耕作放棄地をどういう活用をする予定なのかとか、そういう情報という

のはあるんですか。 

事務局の方からお願いします。 

はい。今回○○○さんから事業計画書が出ておりまして、その中で予定と

してはそちらで少量多品目の農作物を作付けして、それを自社商品としてい

くつか自社ブランドとして売っていきたい、というような事業計画をいただ

いております。中身の産品としては何種類も検討されておりまして、その中

で南小国町の気候ですとか、現場の土地に合うようなものを作っていきたい

というところです。 

例をあげると、カブですとか後はたくさんあるんですけど、ほうれん草、

小松菜、ルッコラ、リーフレタス、サンチュ、ローズマリー、シルクスウィ

ート、安納芋、ゴーヤとかこんにゃく芋、バジル、大葉とか何十種類も検討

されていまして、その中で出来る産品を見極めながらやっていきたいという

ところで事業計画を受けているところです。 

いちばんの大きな目的としましては、先ほど申し上げました町内の耕作放

棄地の解消に併せまして、国が進めております「みどりの食料システム戦略」

というところで、２０５０年までに化学農薬の使用量を減らすとか、有機農

業の面積を増やしていくとか、そういったところを国全体として見据えてい

るところから、○○○もそういった流れと動きに照準をあてて動いていきた

い、というのが大きな目標としてあるそうです。 

以上です。 

はい。よろしいですか。 

これはいつから始めるかな。 

来春から土地を起こしていく、というところで聞いております。 

はい。わかりました。 

他に何かございませんでしょうか。 

（７番委員手をあげる） 

はい。７番下城委員お願いいたします。 

この件につきまして、私は大賛成で是非ともやってもらいたいと思ってい 

るんですが、ここがどれだけのものをどれだけ作るかというのはこれから先 
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○事務局長 

 

 

の、百姓というのは、やり始めて３年か５年はかかるだろうとは思うんです

が、ここの産品を自社ブランドとして売るということになれば当然、○○○

○○○が最初に出てくるだろうと、当然のことです。 

ただ、○○○○○○は、一般の農家の皆さん方も相当な量の農産物を出荷し

ていらっしゃるということを考え合わせてですね、そこにあまり影響がない

ような形でですね、そこも配慮した形での販売という、作った以上はどこか

で販売せんといかん。そのあたりのことも含めて今後の計画の中に配慮いた

だきたい、というふうに私自身は思っております。やはり一般の人たちを圧

迫するような形で、あそこに同じものが大根なら大根が山ほどある、カブが

いっぱいある、だったら逆に地域の農家、農業を圧迫するというようなこと

になりかねない。そこだけは配慮しながら耕作を考えてもらいたい、という

のは正直なところです。 

（事務局手をあげる） 

事務局どうぞ。 

ご指摘いただきまして、ありがとうございます。 

まさしくそのとおりだと思っております。一応○○○の方でも、現段階に

おいても町内の方が出荷いただく分の制限はあまりやっていないんですけ

れども、例えば委託業者さんとか、例えば町内の方でも、ある市場の方から

持ってきている方もいらっしゃいます。一応そこら辺の検討を踏まえながら

やっているところでも有り、また価格設定面においても同様の案件が出てく

るかとも思います。そこら辺はしっかり○○○と協議していきながら進めて

いきたいし、当然のこととして出荷協議会の方々の圧迫にならないような形

で進めていきたいと思います。 

他に何かございませんでしょうか。 

ないようですので採決に移りたいと思います。 

ただ今の件につきまして、賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

はい。ありがとうございました。 

全員賛成ですので当委員会としまして許可をいたします。 

議案第２３号  

基盤強化法第１９条（農用地利用集積計画の公告について） 

 続きまして「議案第２３号 基盤強化法第１９条（農用地利用集積計画

の公告」について事務局から説明をお願いいたします。 

 はい。資料のいちばん最後のページをお願いいたします。 

【議案第２３号 基盤強化法第１９条（農用地利用集積計画の公告） 

について詳細に説明】 
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（権利種別）貸借権設定 申請番号１（所在）○○○○○○ 地番○○

○。登記・現況 共に田。面積１，７８４㎡の一筆となっております。 

利用権が使用貸借権となっておりまして、（渡人）南小国町大字○○○○○

○。○○○○氏。（受人）南小国町大字○○○○○○。○○ ○氏。 利用

目的 畑。（借賃）年０円。始期 令和３年１２月１日。終期 令和１３年

１１月３０日となっております。 

 以上です。 

 はい。それではただ今の農用地利用集積計画について、ご意見ご質問等

がございませんでしょうか。 

 （ありません。の声あり） 

 それでは採決に移ります。 

賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

はい。ありがとうございました。 

全員賛成ですので当委員会としまして決定したことを町へ通知いたしま

す。 

その他 

 以上で議案は終了しましたが、その他で皆さん方から何かございません

でしょうか。 

ないようでしたら、これで１２月の農業員会総会を閉会いたします。 

 どうもありがとうございました。 

 

 

会議の内容に相違なきことを認め、ここに署名する。 

  令和３年１２月１０日 

 

  南小国町農業委員会会長 

  

署 名 委 員   ９番委員 

 

 

   署 名 委 員  １０番委員 

 

   会議録調整者   佐 藤  亮 
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